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カケハシ・プロジェクト（招へいプログラム）の記録 

対象：ユダヤ系米国人第 1陣（米国） 

 

１．プログラム概要 

米国からユダヤ系米国人 15 名が 2020 年 2 月 2日～2月 9日の日程で来日し，日本の

政治，経済，社会，文化，歴史及び外交政策などの対日理解促進を目的としたプログラ

ムに参加しました。一行は，講義の聴講や Sempo Museum への訪問を通して，日本とユ

ダヤの歴史について知見を深め，交流会を通して，自身のルーツを再確認するとともに

日米の友情を育みました。そして各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信

を行いました。また，帰国前の報告会では，訪日経験を活かした帰国後のアクション・

プラン（活動計画）について発表しました。 

 

【参加国・人数】 

米国：15名（American Jewish Committee（AJC）） 

 

【訪問地】 

東京都，京都府 

 

２．日程   

2/2(日) 【来日】 

2/3(月) 【オリエンテーション】 

【講義】外務省中東アフリカ局中東第一課 

【表敬訪問】在日米国大使館 

【意見交換】AJC 交流プログラム参加者（於：外務省） 

2/4(火) 【視察】日枝神社 

【表敬訪問】在日イスラエル大使館  

【表敬訪問】尾身朝子外務大臣政務官 

【視察】東京スカイツリー 

2/5(水) 東京都から京都府へ移動 

【視察】光峯錦織公房・金閣寺 

2/6(木) 【講義】同志社大学 阿川 尚之教授「日米関係について」 

【文化体験】座禅（高台寺） 

【視察】新京極・錦市場 

2/7(金) 京都府から東京都へ移動 

【視察】杉原千畝 Sempo Museum 

【交流】日本ユダヤ教団 

2/8(土) 【ワークショップ（報告会準備）】 

【成果報告会】 

【意見交換】カケハシ・プロジェクト ユダヤ研究者派遣団 

【視察】根津美術館 
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2/9(日) 【離日】 

 

３．プログラム記録写真  

  
2/3【講義】外務省中東アフリカ局中東第

一課 

2/3【意見交換】AJC 交流プログラム参加

者 

  

2/4【表敬訪問】在日イスラエル大使館  2/4【表敬訪問】尾身朝子外務大臣政務官 

 

 

 

2/4【視察】東京スカイツリー 2/6【講義】同志社大学 阿川 尚之教授 

  

2/6【文化体験】座禅（高台寺） 2/8【成果報告会】 
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４．参加者の感想（抜粋） 

 私にとって今回は 2 度目の訪問であり，すでに日本の素晴らしさを理解していまし

た。カケハシ・プロジェクトのおかげで一度目を超える美とインスピレーションを体験

することができました。政治家，特に尾身朝子外務大臣政務官と，イスラエル大使ヤッ

ファ・ベンアリ閣下との面談は日本と米国，イスラエルとの関係，日本イスラエル関係

を理解するのに大変役立ちました。文化面では神社仏閣訪問，金閣寺での抹茶体験，築

地市場の見学と座禅体験が最高でした。このような機会を経験させていただき深く感謝

しています。 

 

 プログラムすべてを楽しみました。特に，阿川尚之教授の講義，杉原千畝 Sempo 

Museum 訪問と日本のユダヤ研究者との意見交換は印象に残りました。日本についてあ

まり知らなかったのですが，素晴らしい国ということは聞いていました。素晴らしい時

間を過ごし豊かな文化について多くを学びました。とてもよくアレンジされたプログラ

ムでスタッフの皆さんは知識が豊富で手助けしてくれました。日本について非常に好意

的な見方を持つようになりました。私たちと今回出会った人々との良い関係が続くこと

を願っています。言語の壁があったにもかかわらず日本の人々はとても優しかったです。

日本の歴史や現代の日常生活を学んだことは貴重な経験でした。意義深い価値のあるプ

ログラムに参加することができてとても感謝しています。 

 

 伝統工芸の錦織の歴史について学ぶことは魅力的でした。金閣寺での抹茶体験や座

禅体験もとても楽しかったです。日本の講義はわかりやすく，私の興味をそそる情報を

与えてくれました。日本におけるユダヤ・コミュニティを知ることが私にとっては主要

なプログラムでした。それは魅力的で興味深く，親しみを感じました。 
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５．参加者の対外発信  

 
 

表敬訪問についての発信(Twitter) 

カケハシ・プロジェクト訪日団は，尾身朝

子外務大臣政務官にお会いしました。日

本とユダヤ人の絆を強化する活動や米

国・イスラエルと日本の関係の重要性に

ついて意見交換しました。 

視察についての発信(Facebook) 

正義の人，杉原千畝氏の孫のまどかさん

と会えて光栄でした。1940 年リトアニア

の外交官だった千畝氏は2000人以上のユ

ダヤ人家族にビザを発行し6000人を救い

ました。今日，彼らの子孫は 25 万人を超

えます。 

 

６．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

 

アクション・プランの発表 

日本でのプログラム経験を活かして：ユダヤ系の出版物に社説・論説・記事を書く。

AJC ACCESS 事務所の地域または全国的なイベントで様々な集会を開く。他のユダヤ

系組織やシナゴークに本プロジェクトを広めるイベントを開催する。 

 


